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改 正 後 改 正 前 

第２ 添加物 

Ａ～Ｃ ［略］ 

 

Ｄ 成分規格・保存基準各条 

成分規格・保存基準が定められている添加物は、当該成分規格・

保存基準に適合しなければならない。 

添加物が組換えＤＮＡ技術によって得られた生物を利用して製造

された物である場合には、当該物は、内閣総理大臣が定める安全性

審査の手続を経た旨の公表がなされたものでなければならない。当

該安全性審査の手続を経た旨の公表がなされた酵素については、当

該酵素の定義の基原に係る規定を適用しない。 

［略］ 

酢酸エチル 

Ethyl Acetate 

［略］ 

酢酸カリウム 

Potassium Acetate 

Ｃ２Ｈ３ＫＯ２                  分子量 98.14 

Potassium acetate ［127-08-2］  

含  量 本品を乾燥したものは、酢酸カリウム（Ｃ２Ｈ３ＫＯ２）

99.0％以上を含む。 

性  状 本品は、潮解性の無色の結晶又は白色の結晶性の粉末で

、においがないか、又はわずかに酢酸のにおいがある。 

確認試験 本品は、カリウム塩の反応及び酢酸塩の反応を呈する。 

pH 7.5～9.0（1.0ｇ、水20mL） 

純度試験 ⑴ 溶状 無色、澄明（1.0ｇ、水10mL） 

   無色、澄明（1.0ｇ、エタノール（95）10mL） 

第２ 添加物 

Ａ～Ｃ ［略］ 

 

Ｄ 成分規格・保存基準各条 

成分規格・保存基準が定められている添加物は、当該成分規格・

保存基準に適合しなければならない。 

添加物が組換えＤＮＡ技術によって得られた生物を利用して製造

された物である場合には、当該物は、内閣総理大臣が定める安全性

審査の手続を経た旨の公表がなされたものでなければならない。当

該安全性審査の手続を経た旨の公表がなされた酵素については、当

該酵素の定義の基原に係る規定を適用しない。 

［略］ 

酢酸エチル 

Ethyl Acetate 

［略］ 

［目を加える。］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

⑵ 遊離アルカリ 本品1.0ｇを量り、水（二酸化炭素除去）

20mLを加えて溶かし、フェノールフタレイン試液２滴を加える

とき、液が赤色を呈しても、その色は、0.1mol／Ｌ塩酸0.50mL

を加えるとき、消える。 

⑶ 鉛 Pbとして２µg／ｇ以下（2.0ｇ、第３法、比較液 鉛標

準液4.0mL、フレーム方式） 

⑷ ヒ素 Asとして３µg／ｇ以下（0.50ｇ、第１法、標準色 ヒ

素標準液3.0mL、装置Ｂ） 

乾燥減量 8.0％以下（150℃、２時間） 

定 量 法  本品を乾燥し、その約0.2ｇを精密に量り、酢酸40mLを

加えて溶かし、0.1mol／Ｌ過塩素酸で滴定する。終点の確認には

、電位差計を用いる。別に空試験を行い、補正する。 

0.1mol／Ｌ過塩素酸１mL＝9.814mg Ｃ２Ｈ３ＫＯ２ 

 

 

酢酸カリウム液 

Potassium Acetate Solution 

定  義 本品は、氷酢酸と水酸化カリウムの水溶液とを反応させ

て得られる、酢酸カリウムを主成分とする水溶液である。 

含  量 本品は、酢酸カリウム（Ｃ２Ｈ３ＫＯ２＝98.14）58.0％

以上を含む。 

性  状 本品は、無色澄明の液体で、わずかに酢酸のにおいがあ

る。 

確認試験 本品は、カリウム塩の反応及び酢酸塩の反応を呈する。  

ｐH 7.5～10.0 

  本品を、そのまま検液として用い、測定する。 

純度試験 ⑴ 遊離アルカリ 本品1.8ｇを量り、水（二酸化炭素

除去）20mLを加えて混和し、フェノールフタレイン試液２滴を

加えるとき、液が赤色を呈しても、その色は0.1mol／Ｌ塩酸

0.50mLを加えるとき、消える。 

⑵ 鉛 Pbとして１µg／ｇ以下（4.0ｇ、第３法、比較液 鉛標準

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［目を加える。］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

液4.0mL、フレーム方式） 

⑶ ヒ素 Asとして1.5µg／ｇ以下（1.0ｇ、第１法、標準色 ヒ

素標準液3.0mL、装置Ｂ） 

定 量 法 本品約0.3ｇを精密に量り、酢酸40mLを加えて溶かし、

0.1mol／Ｌ過塩素酸で滴定する。終点の確認には、電位差計を用

いる。別に空試験を行い、補正する。 

0.1mol／Ｌ過塩素酸１mL＝9.814mg Ｃ２Ｈ３ＫＯ２ 

 

 

酢酸カルシウム 

Calcium Acetate 

［略］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酢酸カルシウム 

Calcium Acetate 

［略］ 

備 考 表 中 の ［ ］ の 記 載 は 注 記 で あ る 。 


